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議会広報委員会Ｎｏ．３４７

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
13
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

12
月
13
日
（
金
）

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
油
の
今

後
と
現
状
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

一
貫
し
た
方
向
性

の
中
で
次
年
度
以
降
も
継
続
で
き

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

■
調
査
期
日　

１
月
16
日
（
木
）

■
調
査
事
項　

町
道
及
び
公
共
施

設
等
の
除
排
雪
等
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

■
令
和
元
年
度
に
行
っ
た
調
査
結

果
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

○
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て
〔
空
知
教
育
セ

ン
タ
ー
組
合
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
〕

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
山
本 

剛
嗣 

氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
佐
光
　
勉
　
氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
藤
谷 

隆
紀 

氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
近
江 

博
信 

氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
本
多 

一
志 

氏
）

○
町
有
財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

○
北
竜
町
新
規
就
農
者
誘
致
特
別

措
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
予
算
か
ら
７
４
，
４
０
８

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４
，

１
４
８
，
１
４
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
６
，
７
６
５
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
３
０
２
，

２
８
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
２
８
３
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
１
３
，

８
８
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
北
竜
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
３
４
，
６
４
５

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２

８
３
，
２
２
６
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
１
，
７
８
６
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
１
１
２
，

４
１
８
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
２
，
４
９
５
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
１
１
２
，

４
１
８
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
３
，
９
５
２
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
７

７
，
２
５
１
千
円
と
す
る
補
正
予

算予
算
審
査
特
別
委
員
会

■
調
査
期
日　

３
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

～
13
日
（
金
）

■
審
査
事
件　

令
和
２
年
度
会
計

予
算
（
８
会
計
）、
北
竜
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
令

和
２
年
度
～
令
和
６
年
度
）　

外

■
審
査
結
果　

口
頭
に
よ
る
意
見

４
件
を
付
与
し
、
原
案
通
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
す
る
。

○
北
竜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
令
和
２
年
度
～

令
和
６
年
度
）

○
北
竜
町
内
の
地
域
自
治
制
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

委
員
会
報
告

報
告

原
案
可
決

委
員
会
報
告

原
案
可
決

同
意
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一
部
改
正
に
つ
い
て

○
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
生
活
支
援
・
生
き
が
い

対
策
事
業
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
村
公
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
定
住
促
進
奨
励
金
等
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
商
工
業
元
気
支
援
応
援

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
碧
水
地
域

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
）

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
玄
米

ば
ら
調
製
集
出
荷
施
設
）

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
観
光

施
設
）

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
社
会

体
育
施
設
）

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
，
４
１
５
，
０
０

０
千
円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
２
５
，
９
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
０
１
，
３
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
８
，
２
０
０
千
円

と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
２
２
，
５
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

・
予
算
総
額
４
６
６
，
１
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
０
６
，
２
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
９
９
，
７
６
９
千

円
と
す
る
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
３
，
２
７
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
，
１

５
１
，
４
１
１
千
円
と
す
る
補
正

予
算
。

次
の
決
議
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

○
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り
開

く
」
決
議

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制

度
の
拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

追
加
議
案

意
見
書
提
出

決
議

　

３
月
10
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
議
員

人
口
問
題
の
対
応
と

取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

平
成
27
年
度
の
地
方
創
生
協
議

会
に
お
い
て
策
定
し
た
北
竜
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
平
成
32
年
に

は
１
，
９
５
５
人
、
平
成
72
年
に

は
１
，
０
４
４
人
の
人
口
予
想
で

あ
っ
た
が
、
今
年
１
月
現
在
は
１
，

８
０
０
人
を
下
回
り
約
１
６
０
人

の
差
が
出
て
い
る
。
人
口
減
少
に
つ

い
て
は
未
来
の
北
竜
町
そ
し
て
全

産
業
の
死
活
に
も
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
の
で
、
こ
の
２
年
間
の
取

り
組
み
や
そ
の
効
果
を
伺
い
た
い
。

 

ま
た
、
北
竜
か
ら
滝
川
間
の
バ
ス

の
減
便
が
あ
り
、
今
後
も
交
通
機

関
の
弱
体
化
・
人
口
減
少
に
よ
る

公
共
料
金
の
高
騰
な
ど
が
予
想
さ

れ
、
定
住
促
進
を
進
め
る
う
え
で

大
き
な
ハ
ン
デ
に
な
る
と
考
え
る

が
、
理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

人
口
減
少
問
題
は
最
重
要
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
移
住

定
住
・
子
育
て
支
援
・
中
古
住
宅

提
供
等
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
が
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
現
状
で
あ
る
た
め
、
国

に
よ
る
抜
本
的
な
課
題
解
決
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て

は
、
運
転
手
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
や
乗
客
数
の
減
少
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
に
は
北

竜
か
ら
滝
川
間
の
バ
ス
の
廃
止
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
策
定

す
る
「
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
計
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画
」
の
中
で
町
民
の
公
共
交
通
や

生
活
路
線
バ
ス
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
上
下
水
道
・
浄
化
槽
使

用
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
予
定
し
て
い
な
い
が
、今
後
、

長
期
的
な
施
設
維
持
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

一
般
企
業
で
は
目
標
設
定
を

し
、
そ
れ
に
向
け
進
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
て
取
り
組
み
、
検
討
を
行
っ
て

き
た
の
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

令
和
２
年
度
か
ら
の
総
合
戦
略

で
設
定
し
て
い
る
目
標
に
向
け
、

人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
人
口
減
少
の
要
因
と
し

て
は
町
内
に
労
働
先
が
な
い
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
現
状
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

農
業
担
い
手
対
策
に
力
を
入
れ
、

果
菜
類
を
中
心
と
し
た
新
規
就
農

や
法
人
の
構
成
員
と
し
て
の
雇
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
ご
理
解

を
頂
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

広
域
で
の
医
療
や
交
通
に
対
す

る
検
討
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
町

と
し
て
他
に
負
け
な
い
よ
う
な
対

策
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行

っ
て
は
い
る
が
、
町
民
の
意
見
を

広
く
聴
取
す
る
場
を
設
け
、
住
み

や
す
い
町
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

雪
の
多
さ
や
交
通
手
段
の
確
保

が
原
因
で
近
年
は
転
出
者
が
増
え

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

任
期
で
は
冬
の
厳
し
さ
を
強
い
ら

れ
な
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
農
業
や
ひ

ま
わ
り
を
通
し
て
関
係
人
口
の
交

流
を
増
や
し
、
町
の
発
展
を
進
め

て
い
き
た
い
の
で
ご
理
解
を
頂
き

た
い
。

松
永
議
員

令
和
２
年
度
の
重
要
政
策

の
対
応
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

町
長
選
出
馬
時
に
公
約
と
し
て

表
明
さ
れ
て
い
た
重
要
課
題
、
ひ

ま
わ
り
の
観
光
振
興
と
公
共
交
通

体
制
の
強
化
の
２
点
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

理
事
者
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
、
例
年
通
り
の
維
持
管
理
、

運
営
に
対
す
る
経
費
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
策
定
中

の
「
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
策
定
委
員
会
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延

期
と
な
っ
て
い
る
が
、４
月
以
降
、

策
定
委
員
会
か
ら
最
終
報
告
を
受

け
次
第
、
内
部
で
精
査
を
行
い
、

取
り
組
む
内
容
を
議
員
も
含
め
町

民
へ
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
得

た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

中
で
、
現
在
ま
で
入
場
料
や
駐
車

料
金
は
無
料
だ
が
、
今
後
、
財
政

的
に
運
営
が
厳
し
く
な
れ
ば
徴
収

も
検
討
し
て
い
く
。
年
間
を
通
じ

て
里
に
人
を
呼
ぶ
為
に
は
、
新
展

望
台
は
必
要
だ
と
個
人
的
に
考
え

て
い
る
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
便
性
が
悪
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
担
当
に
検
討
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
、
中
央
バ
ス
か
ら
高

速
バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
減
便
・
廃

止
を
示
さ
れ
て
お
り
、
関
係
す
る

近
隣
の
町
と
も
連
携
し
対
応
を
検

討
し
た
い
。
加
え
て
、
全
世
帯
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
、
本
町
に
適
し
た

交
通
体
系
の
構
築
に
努
め
た
い
。

松
永
議
員

　

町
民
に
理
解
を
求
め
る
と
言
っ

た
が
、
町
長
の
考
え
を
押
し
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　

ひ
ま
わ
り
に
よ
っ
て
地
場
産
品

が
恩
恵
を
受
け
て
い
の
は
事
実
で

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
に
予
算

を
掛
け
過
ぎ
ず
、
町
内
の
環
境
整

備
等
の
充
実
を
図
っ
た
方
が
町
民

に
と
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
高
齢
者
の
足
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
現
状
を
踏
ま
え
、
利
便

性
の
高
い
も
の
に
し
て
頂
き
た

い
。

佐
野
町
長

　

策
定
委
員
会
か
ら
建
設
費
な
ど

の
経
費
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
財
政
面
で
の
内
容
を
精
査
す

る
と
共
に
、
都
度
、
町
民
か
ら
の

意
見
も
聴
取
し
、
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
基
本
は
、
よ
り

多
く
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
い
、

町
の
活
性
化
に
繋
げ
る
事
だ
と
考

え
て
い
る
。



7 令和２年５月号

中
村
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

中
村
議
員

　

昨
年
末
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
多
く
の
感
染
者
が
発

生
し
て
い
る
。
２
月
28
日
北
海
道

知
事
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
出
さ
れ
、
小
・
中
学
校
の
休
校
、

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
な
ど
蔓
延

を
食
い
止
め
る
べ
く
、
取
組
み
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
、
各
種
会
合
・
会
議
の
延
期

や
中
止
が
さ
れ
て
い
る
。
特
に
高

齢
者
の
行
事
の
中
止
等
に
よ
り
、

精
神
的
・
体
力
的
な
不
安
感
が
高

ま
る
と
考
え
る
が
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
各
団
体
等
の
会
合
の
中

止
に
よ
り
、
北
竜
温
泉
を
初
め
と

す
る
町
内
飲
食
業
者
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。
国
か
ら
の
具
体
策
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い

て
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
か
伺

い
た
い
。

佐
野
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

は
令
和
２
年
２
月
１
日
に
指
定
感

染
症
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
経
路

の
特
徴
と
し
て
は
、
小
規
模
な
患

者
の
集
団
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
が
次

の
集
団
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
防
止
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
感
染
症

拡
大
の
防
止
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
運
動
教
室
の
中
止
を
決
定
し
、

防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
内
会
配
布
チ
ラ
シ
に
よ
り
必
要

な
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
施
設
、
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
関
係
機
関
担

当
者
と
も
連
携
を
密
に
し
て
感
染

予
防
対
策
の
徹
底
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

対
応
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
の
状

況
を
見
極
め
、
長
期
化
す
る
場
合

に
は
高
齢
者
の
方
の
身
体
機
能
低

下
を
予
防
す
る
た
め
自
宅
で
取
り

組
め
る
こ
と
な
ど
を
チ
ラ
シ
・
民

生
委
員
と
も
連
携
し
、
電
話
相
談

も
含
め
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

外
出
自
粛
や
会
議
・
会
合
の
中

止
に
よ
る
影
響
は
、「
緊
急
事
態

宣
言
」
以
降
北
竜
温
泉
で
も
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
い
で
お
り
、
一
般

商
店
で
は
来
客
数
の
大
幅
減
少
、

特
に
料
飲
店
で
は
３
月
の
予
約
は

ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
色
々
な
分
野
で
影
響

が
出
て
く
る
も
の
と
思
う
が
、
国

や
道
の
支
援
策
を
見
極
め
、
北
竜

町
と
し
て
の
経
済
支
援
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

中
村
議
員

　

す
で
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
と

思
う
が
、
休
校
に
よ
る
子
ど
も
達

へ
の
更
な
る
ケ
ア
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
高
齢
者
で
特
に
一
人
暮
ら

し
の
方
で
外
部
と
う
ま
く
連
絡
を

取
る
こ
と
の
出
来
な
い
方
へ
も
小

ま
め
な
対
応
を
願
い
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
し

て
は
、
連
日
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な

ど
で
手
洗
い
の
励
行
な
ど
の
予
防

策
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
感
染
者
数
の
増
加
な
ど
の
情

報
が
ほ
と
ん
ど
で
、不
安
や
恐
れ
、

絶
望
感
を
煽
る
雰
囲
気
が
あ
る
と

感
じ
る
。

　

気
分
が
滅
入
っ
て
し
ま
う
と
免

疫
力
が
低
下
し
、
様
々
な
感
染
症

に
感
染
し
や
す
く
な
る
た
め
、
気

分
を
明
る
く
し
、
免
疫
力
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

マ
ス
ク
が
不
足
し
て
１
ヶ
月
以

上
が
経
ち
、
ま
だ
ま
だ
店
頭
に

は
並
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

徐
々
に
備
蓄
も
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。
町
に
お
い
て
も
、
多
少
の

備
蓄
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
に
配
布
で
き
る
準

備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
国
や
道
の
動
向
・
指

針
も
あ
る
が
、
様
々
な
対
策
が
必

要
で
あ
り
、
心
身
共
に
健
康
を
維

持
で
き
る
よ
う
進
め
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
様
々
な
詐
欺
商
法
も

あ
る
の
で
併
せ
て
注
意
を
促
し
て

頂
き
た
い
。

　

料
飲
店
へ
の
一
番
の
対
策
は
利

用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
終
息
宣
言

が
い
つ
出
さ
れ
る
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
町
民
の
た
め
に
な
る

施
策
を
願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

２
月
25
日
に
対
策
本
部
を
設
置

し
た
。
そ
の
後
、
道
の
対
策
会
議

に
出
席
し
た
際
に
知
事
か
ら
対
策

が
提
示
さ
れ
た
。
今
で
き
る
こ
と

を
何
で
も
し
た
い
と
い
う
決
意
の

下
、
全
道
各
地
の
首
長
も
理
解
を

示
し
賛
同
し
て
い
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
地
震
、
大
停
電

を
上
回
る
緊
急
事
態
で
あ
り
、
行

政
一
体
と
な
っ
て
「
試
さ
れ
る
大

地
北
海
道
」
で
、
北
海
道
か
ら
終

息
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

浦
臼
町
で
は
、
過
去
に
備
蓄
し
た

マ
ス
ク
を
町
民
一
人
当
た
り
十
枚

ず
つ
配
布
し
て
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
マ
ス
ク
・
消
毒
液
な
ど
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

き
た
い
。

　

商
店
・
料
飲
店
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
長
か
ら
も
支
援
要
請
を
受

け
て
お
り
、
早
急
に
高
度
の
経
済

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

有
馬
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
小
・
中
学
校
と
も
終
業
式
ま

で
に
３
回
ず
つ
分
散
登
校
を
予
定

し
て
い
る
。
先
生
か
ら
直
接
通
知

表
の
配
布
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
宿

題
の
確
認
が
目
的
で
あ
る
。
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令和２年第１回定例会（会期：３月１０日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

専決処分の承認を求めることについて
〔空知教育センター組合議員の選挙について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町表彰条例に基づく表彰について（５名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町有財産の譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町新規就農者誘致特別措置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町一般会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計補正予算（第４号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
１件

質疑
０件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

予算審査特別委員会　　（３月１２日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町内の地域自治制に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

町長、副町長、教育長の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

非常勤職員の報酬及び費用弁償支給に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町生活支援・生きがい対策事業条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町立やわら保育園設置条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町農村公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町商工業元気支援応援条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町碧水地域支え合いセンター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町玄米ばら調製集出荷施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町観光施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町社会体育施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

次ページに続く
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

が
止
ま
な
い
、
ま
さ
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
だ
。

　

人
々
は
感
染
症
に
苦
し
み
、
生

活
、
経
済
活
動
に
も
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
る
。

　

国
、
地
方
自
治
体
は
対
応
策

に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

報
道
で
は
感
染
者
数
の
動
向
と

経
済
対
策
が
主
で
、
根
本
の
治

療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど

の
進
展
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の

が
残
念
だ
。

　

今
後
の
動
向
は
予
想
が
つ
か

な
い
が
、
暫
く
は
続
く
よ
う
な
気

が
す
る
。
自
ら
感
染
予
防
、
生

活
防
衛
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

感
染
症
の
一
つ
、
風
邪
、
は
し
か
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
坂
一
行
）

予算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

『新規就農希望者のサポート体制の充実について』
新規就農希望者の考えと行政の考えにギャップが
あると感じる。新規就農希望者の考えをより一層
理解し、指導、助言をするようなサポート体制の
充実について検討頂きたい。

北竜町にあった形でサポート出来るよう話し合いながら、行政
と新規就農者のギャップを解消していきたい。

『災害対策用物資備蓄の充実について』
災害対策用物資を購入されるが、現状では町内避難
所へ配置されていないので、配置されるようにして
頂きたい。

今後、町内会等と数量などの相談をしながら配置していく。また、
備蓄場所の問題もあるので、企業と協定を結び、有事の際には
すぐに物資の提供を受けられるような体制を作っていきたい。

『予防接種事業について』
任意での接種ではあるが、町内の接種率が２９．８
％となっている。より一層ＰＲを行い、町民の健
康管理に努めて頂きたい。

しっかりとＰＲを行った上で、町民の健康管理により一層努め
ていきたい。

議会報告会において参加された方からの意見の質疑
２月２０日に開催された議会報告会において１８名の町民が参加され、その際に頂いた意見を質疑いたしました。

質疑内容 答弁内容

やわら保育園完成後に生じる不具合の
改善について

３／１６に手直しを行う予定。木のぬくもりを感じてもらう作
りとなっているためサンドペーパーでささくれの解消を出来る
ようにしていく。また、ふしについてはパテを塗って対応して
いく。

ひまわりの里基本計画について
最終会議を開催できていない状況であるが、喫緊に会議を開催
した後、町民や議会への説明を行いながら進めていきたい。

令和２年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
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２件
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